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はじめに

　1994年に発行されたStemberg，RJ．（1994）編集の

知能ハンドブックで紹介されている主な「個別式」

知能検査は，わずかに次の6種類，その他として名

前だけが挙げられているものでも13種類しかない．

・1905年　Binetらによる「ビネー」系

・1949年　Wechs1erによる「WISC」系

・1972年　McCarthyによる子どもの認知能力検査

・1977年WoodcockとJohnsonによる認知能力検
　査

・1983年　Kaufmanによる「K－ABC」

・1993年　Bay1eyによるBay1ey尺度一II

　これに比して，「集団式」知能検査と銘打った検

査は，数えるのが難しいほど，その種類が多い．「開

発経費の回収」「診断より選抜貝的の使用」「検査実

施上のより厳格な条件統制」「多種類・多項目検査

注1：本稿の執筆分担は，はじめにと1は海保，2は服部，

3は青山である．全体の企画と調整は海保が行った．

による信頼性の向上」「集団式を個別に実施しても

問題がない」といったことなどが「個別式」知能検

査の開発意欲を鈍らせてきたように思われる．しか

し，こうした不利な条件があるにもかかわらず，本

稿で，あえて，「個別式」検査の開発可能性を考え

てみようとするのは，2つの理由からである．

　1つは，検査者と被検査者とが対面して行うこと

で，被検査者の多様な反応一身体的運動や発声な
ど一を採取でき’ること，したがって，集団式では

とらえることのできない行動を指標とした知能要素

を取り出すことができる．

　2つは，パーソナル・コンピュータは，まさ’にそ

の名前のとおり，人とコンピュータとの個人的な交

流を前提にした機械である．マルチメデイア化技術

による表示の質の向上と，マルチモーダル入力技術

による反応採取の多彩さは，個別式検査の新たな可

能性を示唆していると思われるからである．しかも，

テスト理論も，こうしたコンピュータ技術の革新と

普及とを前提にして，新たな展開をみせている．そ

うした点も含めて，個別式検査の開発可能性を探っ
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てみる．

　なお，ここで想定する被検査者としては，年齢段

階では幼児から中学生まで，および，幼児から成人

におけるある種の知的障害者である、

1．新しい個別式知能検査の基本概念

　ビネーが知能検査を開発してからほぼ1世紀がた

つ．その間の知能検査の研究の流れは，次の3つに

整理することができる．

（1）新しい型の検査の開発

　　個別式知能検査と集団式知能検査の開発．選抜

　目的の検査と診断目的の検査の開発．

（2）知能に関するモデルの提唱

　　もっぱら因子分析を駆使した知能の構造モデ

　ル．知的活動の過程や方略を想定した認知論的な

　モデル．知能概念を拡張した多面的知能モデル．

（3）知能検査の実用的／社会的な問題

　　検査による選抜にまつわる諸問題一公平1性，

　妥当性などをめぐっての議論．

知能検査のこうした研究の動向を踏まえて，ここで，．

提案する個別式知能検査の基本コンセプトは，次の

3点である．

1－1）知能を包括的に

　知能に関する因子分析的な研究によって知能の構

造モデルは精綴化され，認知論的アプローチによっ

て，知的活動のプロセス（関与する過程や方略）が明

らかにされてきた．そして，両者の成果を組み合わ

せた知能モデルが，たとえば，Caro11，J．B．（1976）に

よって提案されてきた．次に述べるように，多彩な

目的に応ずることのできる検査を想定するなら，知

能モデルはできるだけ包括的なほうがよい．そこで，

ここでは，Sternberg，R．（1985）の三頭理論（要素，

経験，文脈）を検査開発のマクロモデルとして採用

し，その枠のもとで，「構造モデルと認知モデルと

を組み合わせた実行モデル」（「検査開発を導くに足

る具体性のあるモデル」の意）を構築してみる．

1－2）知的能カの評価の目的に応じて

　知的能力を評価する実際的な目的には（研究目的

は除く），大きく次の2つがある．

　・選抜／序列づけ目的：子どもの能力が所定の教

　　育機関や組織での教育や訓練に耐えられるかを

　　知りたいとき，あるいは，多数の希望者の中か

　　ら選抜しなければならないときに使う．

　・診断／予測目的：子どもの知的機能がどれくら

　　いか，あるいは，子どものどこにどんな適不適，

第！8号

　　得意不得意があるかを診断するときに使う．

　1つの検査で，2つの目的のいずれもが果たせる

方式の検査は寡聞にして知らない．しかし，コン

ピュータの呈示技術の進歩は、1つの検査で，目的

に応じて，検査問題の柔軟な組合せ選択ができる

「バッテリー方式の知能検査」を可能にする．

1－3）検査自体が知的能カの向上になり，かつ，楽

　　　しくできる

　心理検査も医学的検査などど同じく，診断・予測

や選抜という目的のために行われる手段的なものに

過ぎない．したがって，検査を受けることで知的機

能が増強したり回復したりといったようなことは期

待されない．しかし，子供を被検査者とした検査な

ら，検査すること自体にも知的機能の開発効果が

あったほうがよいことは言うまでもない．そして，

できれば，コンピュータをゲーム機械としてもっぱ

ら使ってきた世代であるので，楽しさを感じさせる

ような仕掛を組み込んだものであれば言うことなし

である．いわば，「ゲーム感覚で取り組める知能検査」

である．

2．新しいテスト理論を援用した個別式知能検
　　査の開発可能性

　項目反応理論は個人の特性値と各項目に対する反

応との関係を確率的関数（これを項目特性関数と呼

ぶ）を用いて説明し，個人の特性値を項目反応に基

づいて推定する（Bi。。baum，1968；Lord＆Novick，

1968；Weiss，1983；Hu1in，Drasgow＆Parsons，1983；

Hamb1eton＆Swaminathan，1985；芝，1991：池田，

1994）．ここが，根本的に古典的テスト理論と異な

るところであり，この結果，古典的テスト理論では

不可能であった新しいテスト方式が可能となった．

ここでは，項目反応理論に準拠した個別式知能検査

の方式およびその利点を考えてみる．

2－1）受検項目が異なってもよい

　力量検査の場合，古典テスト理論に準拠したテス

トは全被検査者に同一の問題項目を課す必要があ

る．そのため，特性値の低い者は過度に難しい項目

を受検しなければならず，心理的な負担が大きい．

逆に，特性値の高い者には容易に正答が得られる易

しい問題が提示され，余計な時間を取る．しかし，

項目反応理論は，受検項目が異なっても特性値を共

通の尺度上で推定することができるので，個人の特

性値水準に応じた困難度の項目を提示すればよい．

そのため，被検査者の心理的な負担を軽減すること
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ができる．

　例えば，未提示項目の中で各個人に対して情報量

が最大となる項目を提示する（例えば，柴山ら，1987，

服部，1989．1990）．これは特性値の推定精度を最

大にする（標準誤差を最小にする）ことが期待される

項目を提示する方式である．ロジスティック・モデ

ル（Birnbaum，1968；Lord＆Novick，1968）は正答期

待確率が最もO．5に近い項目，多値的採点モデル

（Samejima，1969；Masters，1982；Wright＆Masters，

1982；Masters＆Wright，1984；Muraki，1992）は項目

内の困難度あるいはステップ母数の値が特性値の近

い範囲に散らばっている項目が選択される．

　これらの方法は少数項目で特性値の推定精度を最

大にするという観点からは望ましい選択基準である

が，正答期待確率がO．5となる項目は被検査者にとっ

ては心理的な負担が大きいという実験報告もある

（服部，1990；藤森，1995）．さらに，別の観点から

も項目選択基準を検討する必要があろう．

2－2）個人ごとに一定の測定精度を維持できる

　項目反応理論は被検査者ごとに測定精度を定義す

るので，ある一定の精度を満たしたところでテスト

を終了することができる．しかし，一定数の基準を

満たすまでに相当数の項目を必要とする被検査者が

出現することがある．また，ごく少数の項目で推定

精度の基準を満たした場合に被検査者が検査方式に

疑念をいだくとも考えられる（Hamb1eton，Za1l＆

Pieters，1990）．やはり，最大提示項目数と最小提

示項目数を設定する必要があろう．

2－3）規準準拠測定が可能である

　事前に規準値を設定しておき，被検査者の特性値

がその水準よりも高い水準にあるのかどうかを統計

的観点から判断することができる．例えば，1項目

の反応を得るごとに特性値の95％あるいは90％信頼

区間を計算し，規準値がその範囲外になったところ

でテストを終了する．

2－4）カ量検査とスピード検査を混在させることが

　　　できる

　従来の個別式知能検査は力量検査が普通である．

一方，集団式知能検査はスピード検査方式が普通で

ある．もともと項目反応モデルは力量検査を念頭に

置いて提案されているが，多値的採点モデルをス

ピード検査に適用することができる．例えば，スペー

ド検査の得点を順序データヘ変換し，これを項目得

点とみなして特性値を推定する．したがって，力量

検査とスピード検査を混在させて同一特性を測定す

ることができる．

2－5）項目の削除と追加が容易である

　古典的テスト理論に準拠して新しい項目を追加し

たり代替検査を作成する場合，改めて標準化の手続

きを経る必要がある．しかし，項目反応理論に基づ

いて1つの項目プールを作成しておけば，大がかり

な手続きを取らずに新しい項目を追加できる．また，

何らかの理由で使用できない項目が出現しても，少

ないコストで項目プールを改良していくことができ

る．例えば，既存の項目と新項目とを同一標本に実

施して，新項目の母数推定値を既存の項目尺度へ等

化する．

3．マルチメディア型の個別式知能検査の開発
　　可能性

　検査理論が進展を見せている一方で，近年のコン

ピュータの発達にも著しいものがある．その結果，

デジタル技術を中心にしたメディアの統合，いわゆ

るマルチメディア化が，すでにパーソナル・コン

ピュータのレベルでも実現しつつある．こうした技

術革新が，コンピュータが処理できる情報の質を飛

躍的に拡大していることは，言うまでもない．この

ように，多様な情報を一元的に管理，計測，処理，

および呈示できる装置としてコンピュータを考える

とき，同様に多様な情報が用いられる知能検査をコ

ンピュータで支援するという利用法が考えられよ

う．また，コンピュータを利用することで，従来用

いることのできなかった情報を処理することが可能

になれば，従来の知能検査ではできなかったような

検査が実現できるだろう．そこで本節では，こうし

た新しい技術をもとにした知能検査の開発可能性に

ついて考えてみたい．

　とはいえ，新しい技術を導入しさえすれば従来よ

り良い検査ができる，というわけではない．新しい

技術によって従来の検査より優れたものを作れるの

でなければ，技術を導入する意味がない．また，新

しい技術の導入によって従来の検査とのつながりが

失われるならば，利用者はそれまでの蓄積が生かせ

ないことになり，導入に負担がかかることが予想さ

れる．それゆえ，新しい検査が十分に有用なもので

あるためには，次の2つの条件が充足されることが

必要と考えられる．

（1）継承性の条件

　　従来の知能検査のなるべく多くの検査形態を継

　承した上で，それらの検査をより容易に，あるい

　はより適切に実施できるようにすること．
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（2）発展性の条件

　　マルチメディア機器を用いることで，新たに可

　能になるような検査形態を実現すること．

3－1）知能検査のインタフェース

　実際にマルチメディア型の知能検査を作成する上

では，適切なインタフェースの構築が必要となるこ

とが予想される．そこで，新しい知能検査について

考えるにあたって，従来の知能検査が，どのように

して検査を構築してきたかを，インタフェースの観

点から考え直してみることにしたい．

　従来の個別式知能検査で1声，検査の全ての場面に

おいて，検査者が大きな役割を担ってきた．その役

割を大別すると，「材料の呈示を管理する」「それに

対する回答を得点化する」「得られた結果を解釈す

る」の3つが指摘できる、なかでも，幼児や知的障

害を持つ被検査者を対象にする場合の検査者の介入

は，検査を支える上で非常に重要である．その意味

において，従来の検査者は「人的なインタフェース」

として検査装置の一端を担ってきたのであり，こう

した検査者の介入こそが，後述するような多様なイ

ンタフェース設計を可能にしてきたと言えよう．以

下では，こうした従来の検査者の役割に対する認識

をふまえた上で，検査場面の中心をなす呈示と回答

という2つの場面について，インタフェースの観点

から検討することにしたい．

・呈示

　従来の個別式知能検査が呈示に用いてきたインタ

フェースは，多岐にわたる．ビネー系やWISC系で

は，発問や文章の朗読，数列の読み上げなどの音声

による呈示法に加えて，絵や文字の書かれたカード

を用いた呈示法が用いられているし，K－ABCでは，

検査者が手の動作を呈示する，という実演による呈

示法も採用されている．

　呈示におけるマルチメディア型の検査の特長とし

て挙げられるのが，従来よりも多様な呈示方法が可

能になるということである．マルチメディア型とす

ることで，音声や画像のデー一タを利用できるため，

これらの呈示方洋のほとんどを継承できるばかりで

なく，動画像のような従来は用いられなかった刺激

も呈示できるようになることが期待される．

　また，呈示の質を統制しやすくなる点も，特長と

して挙げられる．例えば，従来の音声呈示では，検

査者によるばらつきが生じざるを得なかったが，コ

ンピュータを利用することで均」1生を保証できる．

視覚的な刺激の呈示についても，絵カードなどの方

法に比べ，呈示時間などの点でより厳密な制御が可

能になる．

・回答

　従来の個別式知能検査は，回答時においても多様

なインタフェースを用いてきた．例えば，ビネー系

やWISC系では，発話，指さし，筆記，およびブロッ

クや紙片，絵カードなどの配列操作といった方法が

採られてきた．さらに，K－ABCでは，手の動きを

模倣したり，検査者の指示通りの行動をしてみせる

ような，動作による回答法も導入している．

　こうした多様性を支えてきたのは，検査者という

人的なインタフェースである．したがって，マルチ

メディア型の知能検査の開発可能一性を考えるにあ

たっても，こうした検査者の役割がコンピュータで

どこまで代行可能かが問題になる．そこで以下では，

従来の様々なインタフェースについて，この点を検

討することにする．

　まず，発話や数唱のような言語的な回答法は，検

査者の介入なしには導入できない．コンピュータが

検査者を代行することになれば，被検査者の音声入

力をコンピュータ側で解釈するか，キーボードやタ

ブレ㌧トなどによる文字入力を被検査者に行わせる

か，どちらかの方串しかない。しかし，現時点では，

前者は実用にはほど遠い．後者も，入力装置に慣れ

ていないとインタフェースの透明性が確保できず，

回答に支障が生じよう．知的障害を持たない成人で

も，こうした装置を使いこなせない場合が多いこと

を考えると，幼児や子ども，さらには知的障害を持

つ被検査者に自ら文字を入力させるのは，負担が重

すぎる．したがって，言語的な回答を指標に用いる

ならば，人的なインタフェースの介入が必要と考え’

られる．

　同様に，検査者の役割を代行しきれないのが，動

作的な回答である．動作は，直接にはコンピュータ

に入力しにくい．また，動作の適切さを評価して得

点化するという手法も，検査者の介入によって達成

されてきた側面が強い．

　一方，指さしは，画面に直接触れて反応を返すタッ

チパネル方式を用いれば，そのまま代行できよう．

使用方法もわかりやすく，様々な被検査者に適用で

きると考えられる．また，筆記や配列操作も，イン

タフェースの工夫次第では可能である．例えば，迷

路などの筆記課題には，画面が表示されるタイプの

タブレットが適している．各種の配列課題も，タッ

チパネルで対応できると考えられる．

　このように検討していくと，従来の検査者が回答

時に果たしてきた役割には，コンピュータで代行可

能なものと，代行不可能なものが混在していること

がわかる．ただし，後者には，従来の知能検査の中

心をなしてきた発話による回答方法が含まれるこ
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と，新しい知能検査は従来の検査に対して継承性を

持つ必要があることを考えると，マルチメディァ型

の知能検査においても，検査者を置くべきであろう．

　ここまでは，継承性の条件についてのみ述べてき

たが，発展性の条件について，マルチメデイア型の

知能検査で初めて実現される検査方法も考えられ

る一その斗つとして，従来は実現できなかった反応
時問の測定や；課題に対する習熟過程の分析が可能

になることが挙げられる．こうしたミクロなデータ

は，従来の検査では得られなかったものである．

3－2）マルチメディア援用型検査の利点

　このように，従来の知能検査に対する継承性とい

う観点から考えると，コンピュータだけでも呈示は

代行できるが，回答に関しては検査者の介入が必要

になる．それゆえ，マルチメディア型の知能検査の

構築にあたっては，検査者を置いた上でコンピュー

タを支援的に用いるのが，最も実現可能な方法であ

ろう．それによって，コンピュータを導入すること

の利京を確保できる一方で，上述した問題点の多く

が回避可能になる．こうした新しい検査形態は，「マ

ルチメディア型」から一歩進めて「マルチメディア

援用型」と言うことができよう．以下では，このマ

ルチメディア援用型の知能検査について，上述した

以外の利点を指摘したい．

　まず第1に挙げられるのが，材料の呈示の管理と，

回答結果の解釈において、検査者の負担を大きく軽

減できる点である．これによって，それほど訓練を

積まない検査者ても十分な検査が行えることにな

る．こうした特長は，実際に検査を必要とする現場

で，大きな力となる、

　第2に，多様な呈示法を用いることで，検査のゲー

ム性が増すことが挙げられる．知能検査は，長時間

にわたることが多い．幼児など，時間の負荷が負担

になる被検査者にとっては，ゲーム的な感覚が持て

る検査形態を採用することで，負担感を軽減できる．

　第3に，コンピュータを利用することにヰり，デー

タを保存・活用しやすいことが挙げられる．検査結

果を前回の結果と比較することや，被検査者集団全

体を分析することが容易になる、

　第4に，検査自体をソフトウェアにすることで物

理的に小型化できるため，複数の検査をまとめて

パッケージ化しやすくなることが挙げられる．様々

な検査形態をまとめてパッケージ化し，目的に応じ

て，また、対象や年齢にあわせて必要な検査を選ん

で使用するようにすれば，同一環境で様々な検査形

態が実現できる．

　以上のような利点に対して，一方で，様々な課題
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も残されている．例えば，コンピュータを導入する

こと自体が検査結果に影響を与えてしまう可能性が

懸念される．教室場面でのコンピュータの導入が，

教師一生徒関係を変質させることが指摘されている

（例えば，佐伯ら，1993）が，これと同様のことが知

能検査場面でも起きるかもしれない．従来の知能検

査場面に潜んでいた検査者一被検査者関係とはどの

ようなものだったのか，新しい検査形態はその関係

性をどう変えるのか．開発と実際の運用にあたって

は，こうした点からの検討も必要になろう．

　さらに，本稿では触れなかったが，ハードウェア

の構成や，ソフトウェアの開発（注2）など，実際にシ

ステムを構築する際に考えなければならないこと

は，他にも多くある．実現に向けては，さらに詳細

な検討が必要であろう．

4．おわりに

　コンピュータは出現は，社会の至るところの仕事

を変容させている．本稿では，最新のコンピュータ

技術を踏まえて，新たな個別式知能検査の開発可能

性を探ってみた．そして，従来型の検査では実現さ

れていない（できなかった）いくつかの新しい仕掛け

を組み込んだ個別式検査の開発可能性を提案するこ

とができた．しかし，逆に，コンピュータ援用によ

る新たな制約もある．そうしたものに配慮しながら，

今後，本稿で提案した構想を実際の検査開発につな

げる努力をしてゆくことになる．
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